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詳しくは、総務課 防災係まで。

写真はすべて、当時の中標津町の様子です。

毎年毎年1010月月44日日はは
中標津町

　1994（平成６）年10月４日22時23分、北海道東方沖地震が発生しました。
　地震の規模は、マグニチュード8.2と、2011（平成23）年３月11日に発した東北地方太平洋沖地震が起こる
までは、気象庁がデータを整理している1923（大正12）年以降、日本周辺で発生した地震としては、最大級の
地震でした。
　最大震度は、釧路市と厚岸町で震度６と観測され、中標津町は当初震度４と発表されましたが、地震計が設置
されている場所が市街地から離れ、地盤も頑丈であったため被害状況から判断して震度５強～６弱程度の地震
だったと推測されています。
　釧路市での被害が注目されていましたが、中標津町での被害も甚大で、建物や道路が損壊し、断水により給水
車が出動するなど、大きな被害を受けました。
　中標津町では、災害での教訓を風化させないため、北海道東方沖地震が発生した10月４日を「中標津町防災
の日」として定めています。

防災の日防災の日でですす��


